
























ィリピン国籍である人は同期間に約 9 千人であった2。1 年間の出生数は20年間で約半分に減り、特




性と再婚後にフィリピンから呼び寄せたりした人である。他に日系 2 世・3 世として来日した人や外
国企業の日本支社等で働く人たちの子どももいる。
日本の学校でも外国にルーツを持つ子どもが多く学んでいる。文部科学省の調査によると、2016











日本語指導が必要な児童生徒のうち外国人児童生徒は約 3 万 4 千人で、日本国籍の児童生徒は約 9
千 6 百人であった。外国籍の児童生徒は1997年度の約 2 倍、日本国籍の児童生徒は約 7 倍となっ
た。外国人児童生徒のうち母語がフィリピン語5 である人は全体の約18を占め、1997年度の約10倍
になり（図 2）、母語別では第 3 位であった。日本国籍の児童生徒のうちフィリピン語を使用する人















いては、主に教育社会学や言語教育の分野（恒吉 1996太田 2000志水・清水 2001児島




高畑 2011Jabar 2011高畑・原 2014）のほか、教育に対する家族の意識や家族関係が子どもの
教育に与える影響に関する研究（徳永 2008角替・家上・清水 2011角替 2013額賀 2012,
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